
① 生計維持者情報

② 短大卒業時の区分

③ 採用方法

　ⓗ　 定期採用（通常の春/秋の定期採用で申請した）

 ※短大の奨学金情報は本学では分かりかねますのでご了承ください。

　© 「第二区分」・「第三区分」で多子世帯である

給付奨学金 継続申請書

学籍番号 奨学生番号

氏名 学部　   文 ・ 法 ・ 経済 ・ 神道 ・ 人間 ・ 観光

 ※①～③それぞれ当てはまるものに〇

　　Ⓐ 生計維持者情報に変更はない

　　Ⓑ 生計維持者の増減があった（1名⇄2名に変更）、別の人物に変わった

※多子世帯とは…生計維持者が扶養する子どもが３名以上の家庭

　ⓑ 「第一区分」・「第四区分」で　多子世帯である・多子世帯でない

　　→「編入継続」の手続きをしてください

　ⓐ 2024年4月の在籍報告後、生計維持者の増減・人物の変更はありましたか？

　　　　急変発生年月　　　年　　　月 / 急変事由　死亡・病気・失職・避難

　　→「編入継続」ではなく、「春の新規採用」での手続きです。

　　 　新規採用の面接時に「編入」であることを申し出てください。

　ⓖ 家計急変（生計維持者の収入状況が大きく変わり、減少した証明書を短大に提出した）

  但し、短大卒業時の成績により、書類提出後に「編入継続」「春の新規採用」「秋の新規採用」の

  ご案内が変更になる場合があります。

    ※「編入継続」または「春の新規採用」に変更の場合…8月以降の入金 /「秋の新規採用」に変更の場合…12月の入金

  書類提出後に変更になっても工面できるように、予め貸与奨学金の申請をしておくこともご検討

  ください。※新規採用に変更になる場合は面接時に「編入」であることを申し出てください

　　→「編入継続」ではなく、「秋の新規採用」での手続きです（9月下旬にご案内します）

　　 　新規採用の面接時に「編入」であることを申し出てください。

　　 　新規採用の面接時に「編入」であることを申し出てください。

　ⓓ 「第二区分」・「第三区分」で多子世帯でない

　　→「編入継続」の手続きをしてください

　ⓔ 「支援区分外」で多子世帯である

　　→「編入継続」ではなく、「春の新規採用」での手続きです。

　ⓕ 「支援区分外」で多子世帯でない
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